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2012 年度　研究助成成果報告
本学でのキャンパスソーシャルワーカーの導入に向けて
家族・地域支援学科　牧野　晶哲・久田　はづき・杉本　豊和
はじめに
　一昨年 1)，昨年 2) と，本学でのソーシャルワー
カー導入に向けた研究を継続してきた。その間，
既に大学にソーシャルワーカーを導入した教員
や，大学勤務のソーシャルワーカーが中心とな
り，学習会の開催，学会での報告等も見られるよ
うになった。まだ一般的な認知が広まっている
とは言えない状況ではあるが，大学で活動する
ソーシャルワーカーの名称を統一することもさら
なる普及の条件であると考え，本年度の報告か
らは「キャンパスソーシャルワーカー」（以下，
CSWr）を積極的に用いていきたい。
　今年度の研究報告については，学会や学習会の
報告，並びにキャンパスソーシャルワーカーネッ
トワーク（以下，CSWNet）で作成したパンフレッ
トを紹介する。また本研究の今後の方向性につい
ても述べる。
１．日本学校ソーシャルワーク学会の参加報告
　2012 年 7 月 7 日－ 8 日，香川県善通寺市にあ
る四国学院大学にて日本学校ソーシャルワーク学
会が開催され，牧野が参加した。参加理由として，
昨年度同様，わが国においてはまだ数少ないキャ
ンパスソーシャルワーク（以下 CSW）に関連す
る研究発表，並びにシンポジウムが予定されてい
るためである。また CSWr 等と意見交換をする
ことで，本研究の目標である本学での導入に向け
て，より具体的に検討できると考えたからである。　　　　
　それでは，主に参加した自由研究発表並びにシ
ンポジウムのプログラムを下記に示す 3)。
［資料１　学校ソーシャルワーク学会プログラム
（一部抜粋）］
＜自由研究発表＞
１．高等学校におけるソーシャルワークを考
　　える　―虐待事例の検討から―
　　渡辺岳（神奈川県立七里ガ浜高等学校・
　　神奈川県社会福祉士会）
２．高校における生徒支援のニーズに関する
　　研究　―スクールソーシャルワークの可
　　能性を探る―
　　長谷川佳英子（日本女子体育大学附属二　
　　階堂高等学校）
３．キャンパスソーシャルワーカーの業務確
　　立に向けての現状と課題
　　長沼洋一（国立精神・神経医療研究セン
　　ター精神保健研究所）
４．大学におけるソーシャルワーカーによる
　　学生支援のあり方に関する研究
　　瀬川惠子（日本社会事業大学学生支援課）
＜シンポジウム＞
テーマ：「大学におけるキャンパスソーシャ
　　　　ルワーカーの業務内容とその意味」
司　会：米村美奈
報告者： 今井優子（富山大学），國中咲枝
　　　　（日本福祉大学），鹿嶋隆志（大分
　　　　大学，大分共同社会福祉士事務所），
　　　　杉田くるみ（淑徳大学）
　今回の報告を聞いて興味深かったのは，高等学
校もソーシャルワーカーを必要としている点であ
る。最近の調査結果では，高等学校定時制課程・
報
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通信制課程の在り方に関する調査研究 4) にも示
されているが，定時制・通信制高校の中退率の高
さ，家庭環境の複雑さ，子どもの不登校経験率の
高さ，特別な支援を必要とする割合等，複数の
項目において普通高校と比べて数値が際立って高
い。それだけ支援を必要としている子どもが在籍
しているにも関わらず，ソーシャルワーカーの配
置は全体で 3.0% しかなく，「この状況は一刻も
早く改善されるべき重要課題である」と提言して
いる。また一般的に言われる『教育困難校』や，
特別支援学校以外で『特別な支援を行う普通学
校』（※東京都では「チャレンジスクール」等の
名称）でも低学力問題の背景にある家庭の貧困に
対し，学校だけの支援ではなく，福祉や保健と連
携したネットワークづくりの必要性 5) は様々な
著書を通しても指摘されており，今回の報告の中
でも言及されていた。
　2008 年度から開始されたスクールソーシャル
ワーカー活用事業は，義務教育課程である小学
校，中学校に在籍する子どもを対象としており，
高等学校は義務教育期間を外れることで多くの自
治体で支援対象外となっている。しかし子ども
を取り巻く問題は，中学校卒業とともに解消する
ものでもなく，継続的な支援を必要とする子ども
や家庭は多い。高等学校進学率が 98.0%6) と，ほ
ぼすべての子どもが高等学校進学を果たし，さら
には大学への進学率も過半数を超える 50.8%7) と
なっている現代社会において，多様な生活問題に
対応するためにソーシャルワーカーの導入を検討
することは喫緊の課題である。
２．キャンパスソーシャルワーカーネットワーク
　　連絡会議参加報告
　CSWNet 連絡会議は，現在，CSWr を導入し
ている大学の教員，CSWr，CSWr 同様の機能を
果たしている大学の事務職員，導入を検討してい
る大学の教員・事務職員等により構成されてい
る。現在，CSWNet に加入しており，CSWr を
配置しており，尚且つ公表している大学 8）は以
下のとおりである。
［資料２　キャンパスソーシャルワーカー配属大学一覧（順不同）］
大学名 種別 所属部門名 備考
淑徳大学 私立 学生総合相談支援室 みずほ台キャンパス
東北大学 国立 キャンパスライフ支援室 大学院理学研究科・理学部
富山大学 国立 学生支援センター学生なんでも相談窓口 五福キャンパス
沖縄大学 私立 学生生活支援室
大分大学 国立 キャンパスライフなんでも相談室／ぴあ ROOM 旦野原キャンパス／狭間キャンパス
日本社会事業大学 私立 学生支援課
四国学院大学 私立 キャンパス・ソーシャルワーク・サービス
日本福祉大学 私立 学生相談室 美浜キャンパス・半田キャンパス
聖カタリナ大学 私立 カウンセラー室
和歌山大学 国立 保健管理センター大学でのデイ・ケア支援等
名古屋工業大学 私立 学生なんでも相談室
首都大学東京 公立 ダイバーシティ推進室
一橋大学 国立 学生相談室／保健センター
熊本大学 国立
鹿児島大学 国立
　CSWNet での学習会はおおよそ四半期ごと
（4/28，7/28，10/6，12/9，2/11）に開催され
ており，昨年度同様，牧野がオブザーバー参加し
ている。学習会には毎回10名程度参加しており，
情報交換や事例検討等を行っている。
　また国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所の長沼洋一氏（現：東海大学）による「学
生支援における大学ソーシャルワーカーの業務
報
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確立プロセスに関する研究」9)（科研費研究）に
おいて，『福祉・心理・教育系学部を有しない大
学』では CSWr の配置が 3.7% しか進んでいない
ことが明らかになった。その理由としては，第一
が『ソーシャルワークの専門職を配置するには予
算が足りない』であり，次いで，『ソーシャルワー
クの専門性については，学生支援における必要性
を感じていない』であった。やはりソーシャルワー
カーの役割や，専門性が理解できる教員や事務職
員が大学内にいなければ，導入を検討されること
はない。そのため，CSWNet の協力の基，CSWr
の普及拡大を目的としたパンフレットを作成し，
全国の大学に送付している（別添資料参照）。
　その他，今年度からは，同じく長沼が中心とな
り企画した「キャンパスソーシャルワーカーの業
務と効果の実践的評価方法の開発に関する研究」
（科研費研究）が 2013 － 16 年度で採択された。
研究の概要は以下の通りであり，今後，CSWNet
のメンバーとともに研究活動を進めることとな
る。
［資料３　「キャンパスソーシャルワーカーの
　業務と効果の実践的評価方法の開発に関する
　研究」概要］
学生支援においてキャンパスソーシャルワー
カーを配置した場合の効果評価の方法を開
発する。具体的に以下の視点を用いて実施
する。
①多岐にわたるキャンパスソーシャルワー
カーの業務内容を，適切に評価するための
業務統計の手法を開発する
②キャンパスソーシャルワーカー導入の成果
について，配置部門の管理者に対するイン
タビュー調査から明らかにする。
③上記二つの調査結果を組み合わせて，効果
的な業務評価の手法を開発し，キャンパス
ソーシャルワーカーによる共有化を図る
３．東京社会福祉士会スクールソーシャルワーク
　　委員会「高大グループ」学習会参加報告
　社団法人東京社会福祉士会（現：公益社団法
人）スクールソーシャルワーク委員会では，義務
教育課程である小学校，中学校及び教育委員会に
配置が進んでいるスクールソーシャルワーカーの
現状把握，配置促進，研修事業等を目的として活
動している。しかし前述の通り，義務教育課程だ
けでなく高等学校，並びに全入時代に突入してい
る大学のソーシャルワーカー導入を求める声に応
じて，「高大グループ」学習会を 2012 年 7 月よ
り隔月ごとに開催することとし，委員会副委員長
（現：スクールソーシャルワーク事業部部長）と
して牧野も参加している。メンバーは大学教員，
CSWr，高等学校教員，スクールソーシャルワー
カー等 10 名程度参加しており，中学校から高校
への連携上の問題点，高校生の問題の把握，高校
での支援の限界，高校から大学への連携上の問題
点などを明らかにしている。
　また米村美奈氏（淑徳大学）が中心となり，全
国各地の高等学校におけるソーシャルワーク実践
を把握するため，大阪府，滋賀県，東京都の公立・
私立高等学校への聴き取り調査を実施している。
今後は各地の実践を踏まえた上で，東京都教育委
員会等に，高等学校へのスクールソーシャルワー
カー導入に向けた提言をしていく予定である。
４．本学でのキャンパスソーシャルワーカー導入
　　に向けて
　これまで大学とは，自己申告に基づき単位履修
をし，資格・免許取得をし，就職や試験対策の
サービスを享受できる場所であるとされてきた。
そして，大学の環境に適応できない場合は『心』
や『意欲』の問題として捉え，カウンセラーを配
置し対応を図ってきた。しかし学生の個人的問題
として集約できるかと言えば，それは難しい。本
来ならば進学の意欲がなかったり，適切ではない
場合であっても，社会構造上，学歴や資格・免許
の取得を果たさなければ自己実現が図れないこと
報
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もあり，家庭が経済的に苦しいながらも進学を果
たし，奨学金とアルバイトで学業を続ける学生も
多い 10)。しかし学費や生活費の獲得が優先され
てしまい，学業に専念できない等の問題も抱えて
いる。また身体的な障害だけでなく，知的な障害
や発達障害，精神的疾患を抱える学生も多数在籍
しており 11)，大学内での単位履修や講義サポー
ト，移動介助，仲間づくりの支援だけでなく，生
活支援から就職・自立支援のように大学外の専門
機関やサービスと連携しなければ支援ができない
ケースもある。家庭内での虐待，過去に経験した
いじめで負った傷を抱えながら大学に進学したも
のの，人間関係の形成に悩んだり，安定して通学
できない学生もいる。
　このように，学生の問題を個人的責任として捉
えるだけではなく，社会・大学・家庭や人間関係
を含む環境と不可分一体の問題として捉え，支援
をする専門職として CSWr に着目し，本学への
導入を検討すべく本研究を継続してきた。現在ま
でのところ，各大学のニーズに合わせて配置され
ていることが分かっており，本学における学生の
抱える主な問題と対応部署（専門職）　について
は，牧野が作成した以下の図１を用いて考えてい
きたい。
　　　［図１　学生の抱える問題の分類］
大
学
社
会
修学
生活
単位履修説明
資格、免許取得説明
学習支援
研究協力
リメディアル教育
個別の教育支援（身体・発達）
奨学金
部活・サークル
保健指導（体調、栄養、検診、講習）
カウンセリング・ソーシャルスキル
仲間づくり・居場所づくり
人権擁護（ハラスメント対応）
大学周辺地域の防犯
　
就職対策（面接、作文、試験対策）
進路指導（就職、進学）
実習指導
インターンシップ
留学支援
ボランティア体験
経済的困窮、生活費・学費問題
家庭問題（機能不全、虐待）
障害・病気・健康と社会生活
社会関係上の問題
・アルバイト
・アパート、一人暮らし、法律問題
・恋愛、性、ストーカー
①大学修学支援領域 ③社会連携支援領域
②大学生活支援領域 ④個人的社会生活領域
　①の「大学修学支援領域」とは，まさに大学の
基本機能である学問や研究の修得，さらには資格
や免許の取得を支援する領域である。学科や教務
課によるオリエンテーションや指導，それと基礎
ゼミナールや専門ゼミナールが一つの受け皿とし
て機能している。また障害学生に対する個別の教
育支援については，学生課も一部対応している。
　②の「大学生活支援領域」は，大学生活を送る
上で，大学が支援する領域であるため，多くの部
署が関わっている。例えば奨学金や部活・サーク
ルは学生課や学生委員会，保健指導や健康管理は
保健センター，カウンセリングやソーシャルスキ
ルは学生相談室，ハラスメントなどは人権擁護委
員会となる。
　③の「社会連携支援領域」は，大学と社会を繋
ぐ領域である。大まかに，就職関係は進路指導課，
実習関係は実習指導センターと学科が責任を持っ
て指導している。
　問題は④の「個人的社会生活領域」であり，学
生の生活の基盤となる領域でもあるため，こちら
の問題が深刻化すれば①②③の領域である大学生
活にも多大なる影響を及ぼすこととなる。しか
し，大学が個人的問題に介入するには躊躇する領
域でもあるため，これまでは学科での対応，並び
報
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に基礎ゼミナールや専門ゼミナールを担当する教
員に委ねられていたのが現実である。しかし教員
が対応するにも時間や立場に制約もあり，十分な
支援ができるとは限らない。またこの領域の問題
は，個人的責任を追及しても問題は解決しないた
め，大学外の他機関や他職種との連携の上，制度
やサービスなども活用しながらの支援となること
から，ソーシャルワークに関する知識と技術を持
ち合わせる専門職が望ましいと言える。
　基礎ゼミナールでの面接や，学生からの相談を
受けている限りではあるが，人間関係に悩み，あ
るいは生活等厳しい状況ながらも大学に通い，将
来の夢に向かって入学してくる学生が年々増加し
ているような実感がある。このような学生に対
し，学内の部署や専門職や教員との連携，さらに
は家庭や関係機関との連携も図りつつ学生を支援
する CSWr を配置する意味づけは充分あると考
える。
おわりに
　一連の研究においては，これまでのところ学生
の状況や相談内容に関して数値化して捉えること
はできていない。最重要の個人情報であり，学内
の関係部署との連携や共通理解も必要であるため
慎重に検討しなければならないが，今後は本学学
生の問題の傾向やニーズを顕在化していきたい。
また CSWr 導入の効果評価について，CSWNet
のメンバーとして研究協力を継続していく予定で
ある。
　その他，今回の CSW 研究が進むにつれて，高
校生の抱える問題解決のために，高等学校にもス
クールソーシャルワーカーを配置する必要性があ
ることが分かった。子どもの成長の継続的支援の
観点からも，一体的に捉え研究を進めていきたい。
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 9) 長沼洋一著　「学生支援における大学ソーシャ
ルワーカーの業務確立プロセスに関する研究　
『大学ソーシャルワーカーの配置状況に関す
る全国調査結果報告書』」　(2012)
10) 文部科学省高等教育局学生・留学生課　　「日
本学生支援機構　奨学金貸与事業の概要」　
(2012)
11) 日本学生支援機構　「平成 24 年度　大学，
短期大学及び高等専門学校における障害のあ
る学生の修学支援に関する実態調査結果報告
書」　(2013)
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キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
大
学
で
働
く
福
祉
職
（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
で
す
。
近
年
、
全
国
の
国
公
立
・
私
立
大
学
に
入
職
し
、
大
学
生
特
有
の
問
題
や
様
々
な
生
活
問
題
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
代
や
社
会
の
変
化
か
ら
生
じ
る
学
生
の
課
題
を
見
極
め
、
学
生
の
求
め
る
支
援
に
対
応
し
ま
す
。
学
内
の
教
職
員
や
他
の
専
門
職
、
家
族
、
学
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
生
自
身
が
自
ら
の
力
で
問
題
解
決
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
を
導
入
し
ま
せ
ん
か
？
大
学
に
daigakuni 
■
東
北
　
東
北
大
学
■
四
国
　
四
国
学
院
大
学
　
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
■
九
州
　
大
分
大
学
　
鹿
児
島
大
学
　
熊
本
大
学
■
北
陸
　
富
山
大
学
　
■
沖
縄
　
沖
縄
大
学
　
■
近
畿
　
大
阪
人
間
科
学
大
学
■
関
東
　
関
東
学
院
大
学
　
淑
徳
大
学
　
首
都
大
学
東
京
　
多
摩
美
術
大
学
  日
本
社
会
事
業
大
学
　
一
橋
大
学
　
一
橋
大
学
　
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
1
8
※
※
大
学
 
※
※
 キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
     加
入
し
て
お
り
、
今
回
大
学
名
を
掲
載
し
て
も
よ
い
     と
ご
許
可
頂
い
た
大
学
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
    （
2
0
1
3
年
1
月
時
点
）
※
 各
大
学
で
は
、
様
々
な
職
名
（
立
場
名
）
で
、
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
   を
持
っ
た
方
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
   キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
表
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
が
っ
て
い
ま
す
！
キ
ャ
ン
パ
ス
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
　わ
※
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
  世
話
人
代
表
　
　
淑
徳
大
学
教
員
　
米
村
美
奈
 世
話
人
副
代
表
　
淑
徳
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
杉
田
く
る
み
　
　
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://sites.google.com
/site/cam
pussw
/
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